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How to
保護者と学生と大学がつながり合える場所“大阪商業
大学版PTA”をコンセプトに、保護者の知りたいことに
「ピタリ＝Pi.TA.ri.」とくる本学発信の情報誌です。
3者が触れ合えるコミュニケーションツールとして、そして
保護者の皆様の“情報共有の場・親子の会話促進剤”
になるような冊子を目指して、今後も内容を充実させてい
く予定です。年2回（7月・1月）発行です。
Pi.TA. ri.［ピタリ］バックナンバーは、公式WEBページ
（http://ouc.daishodai.ac.jp/life/magazine/pitari.
html）からご覧いただけます。

保護者の皆様からご意見・ご感想をお待ちしています。アンケート
にお答えいただいた方の中から、抽選で50名様に「図書カード
（500円分）」を進呈します。さらに、クイズ正解者の中から、抽選で
4名様に「大商大グッズ」を進呈します。当選者の発表は、賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

アンケート＆クイズにお答えください
QQ.第60回目を迎えた大商大の大学祭「御厨祭」。.第60回目を迎えた大商大の大学祭「御厨祭」。

　 これはなんと読むでしょう？ これはなんと読むでしょう？

　 ①～③の中から番号を選んでお答えください。 ①～③の中から番号を選んでお答えください。

　 ①みずさい　②みくりやさい　③おんちゅうさい ①みずさい　②みくりやさい　③おんちゅうさい

　 　 《ヒント》本学の所在地にちなんでいます。

りらくさんはココ!

06-6781-8438

≪回答方法≫
①アンケート＆クイズ回答用紙を郵送（切手不要）
同封の回答用紙（宛名ラベルシールが貼られています）に、必要事項をご記入の上、
同封の封筒に入れて、ご投函ください。

②アンケート＆クイズ回答用紙をFAX
同封の回答用紙（宛名ラベルシールが貼られています）に、必要事項をご記入の上、
上記FAX番号へご返送ください。

③アンケート＆クイズ回答フォームに入力

上記WEBページにアクセスいただき、回答フォームに必要事項をご入力後、
送信ボタンを押してください。

▲図書カード ▲大商大グッズ「折りたたみ傘」

抽選で抽選で
4名様4名様
抽選で
4名様

抽選で抽選で
50名様50名様
抽選で
50名様

【個人情報の取り扱いについて】 お預かりしました皆様の個人情報は、安全か
つ適切な管理を行います。アンケートは回答方法によって、お答えいただく内
容が一部異なります。お答えいただいた内容を本誌で紹介することがあります。
その際は、個人を特定しないよう掲載します。あらかじめご了承ください。

http://ouc.daishodai.ac.jp/life/magazine/pitari.html

2012年
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締切
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保護者　  　大商大との触れ合い

青年期の子どもとの
関わり方を一緒に考える
“親”としての力を見つめ直す“保護者のためのティーアワー”を開催しました。

ここでは保護者の方 と々一緒に、

青年期の子どもとのより良い関わり方を考えました。

皆さんは普段、子どもとどう関わっていますか？

“保護者のためのティーアワー”レポート 

1 2 3 4 5

Ａさんは大学2年生。学年末試験が迫っているが、コンビニの夜のアルバイトが
あるため、連日午後11時に帰宅。簡単に食事を済ませると部屋へ直行。
パソコンでゲームをしてすぐに寝ているようで、試験勉強をしている気配はなし。
どうやらレポートも期限を過ぎても提出していない様子。
昨年はもう少し勉強していたように思うが、それでもいくつか単位を落としていた…。

親
子
関
係
の
あ
り
方
を
探
る
に
は
、ま
ず
自
分
が
ど
ん
な
人
間
な
の
か
を
知
る
こ
と
か
ら
。

今
回
の
テ
ィ
ー
ア
ワ
ー〈
午
前
の
部
〉で
は
、講
義
と
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ⅱ（
東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム
Ⅱ
）と
い
う
性
格
テ
ス
ト
で
、

自
分
の
性
格
特
性
や
行
動
パ
タ
ー
ン
に
気
づ
き
、今
後
の
自
己
成
長
を
は
か
る
手
掛
か
り
と
し
ま
し
た
。

自
分
自
身
を
知
り
、
理
解
を
深
め
る

子
ど
も
に
注
意
す
る
と

不
機
嫌
に
な
る
だ
ろ
う
し
、放
っ
て
お
く
と

夫（
ま
た
は
妻
）に
責
め
ら
れ
そ
う
…
な
ど
、

子
ど
も
や
家
族
の
顔
色
を

う
か
が
い
な
が
ら
悶
々
と
過
ご
す
。

す
ぐ
に
で
も
コ
ン
ビ
ニ
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
さ
せ
て
、

試
験
勉
強
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う

厳
し
く
叱
る
。

余
計
な
口
出
し
は
せ
ず
に
見
守
る
。

子
ど
も
が
帰
宅
後

す
ぐ
に
食
事
が
で
き
る
よ
う

環
境
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

子
ど
も
と
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
勉
学
と
の

加
減
を
調
整
さ
せ
、

今
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
る
。

子
ど
も
に
注
意
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

放
っ
て
お
く
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
と
き
の
自
分
の
感
情
を
優
先
さ
せ
る
。

講義「自分の心の働きに気づく」・自己分析

2011
10/2

●理想を掲げる
●責任感が強い
●ルールや規則を守る
●厳格である
●批判的である

●思いやりがある
●優しく温かい
●奉仕精神がある
●世話好き
●相手を甘やかす

●理性的である
●事実を重視する
●冷静沈着
●客観的に判断する
●機械的である

●好奇心が強い
●チャレンジ精神が旺盛
●創造性に富む
●自由奔放
●自己中心的である

●協調性があり素直
●適応性がある
●遠慮がちである
●自己主張が少ない
●人の評価を気にする

Question 「こんなとき、あなたならどうしますか?」

 大人の自我状態（A）  子どもの自我状態（C） 親の自我状態（P）

さ
あ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

AC優位タイプ
Adapted Child

FC優位タイプ
Free Child

A優位タイプ
Adult

NP優位タイプ
Nurturing Parent

CP優位タイプ
Critical Parent

人は「3つの私」を持っている

親またはそれに代わる人から取り入れた感じ方・
考え方・振る舞いをする心

自分の子ども時代と同じような感じ方・考え方・
振る舞いをする心

今、ここでの出来事や
相手に対して、大人に
なった自分として、適切
に考え感じ行動する心

５
つ
の
要
素
か
ら
自
分
の
長
所
と
短
所
を
知
る
。

エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
理
想
的
な
親
の
姿
へ
近
づ
く

【用語解説】
※エゴグラム…アメリカの精神科医エリック・
バーンの交流分析を基に、弟子のJ．Ｍ．デュセ
イが考案した分析法。人間の心（自我状態）
のエネルギー量を数値で表し、視覚化すること
で、性格特性と行動パターンを見るものです。
インターネットでも無料で性格診断できます。
興味のある方は

お茶とランチを楽しみながら
子育てについてお話ししました

30人の保護者の方に
本学にお越しいただきました

「批判的な親」 「順応した子ども」「自由な子ども」「大人」「保護的な親」

※

11:00～ 10:30～

　

画
期
的
な
試
み
と
も
い
え
る
今
回
の

テ
ィ
ー
ア
ワ
ー
。
ま
ず
は
導
入
と
し
て「
こ
ん

な
と
き
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」

（
右
ペ
ー
ジ
図
参
照
）に
取
り
組
み
、
子
ど
も

へ
の
関
わ
り
方
の
傾
向
を
捉
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム

と
い
う
性
格
テ
ス
ト
に
挑
戦
。

「
大
切
な
の
は
、
ま
ず
保
護
者

の
方
が
自
分
自
身
を
知
る
こ

と
で
す
」。
そ
う
語
る
の
が
、

今
回
の
講
師
を
務
め
た
学
生

相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
、

臨
床
心
理
士
の
梅
林
厚
子
先

生
で
す
。「
人
は
Ｐ
＝〔P

arent

／
親
の
心
〕、Ａ
＝〔A

dult

／

大
人
の
心
〕、Ｃ
＝〔C

hild

／

子
ど
も
の
心
〕の〝
３
つ
の
私

（
自
我
状
態
）〞を
持
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

Ｐ
は〔
Ｃ
Ｐ
／
批
判
的
な
親
〕

と〔
Ｎ
Ｐ
／
保
護
的
な
親
〕に
、

Ｃ
は〔
Ｆ
Ｃ
／
自
由
な
子
ど
も
〕

と〔
Ａ
Ｃ
／
順
応
し
た
子
ど
も
〕

に
分
別
で
き
ま
す（
右
ペ
ー
ジ

図
参
照
）。
こ
の
結
果
だ
け
が
、

そ
の
人
の
性
格
を
決
定
づ
け

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

５
つ
の
要
素
の
中
で
主
に
高
い
も
の
や
低
い
も

の
が
そ
の
人
を
印
象
づ
け
ま
す
」。
保
護
者
の

中
に
は
、
予
想
に
反
す
る
意
外
な
タ
イ
プ
に

当
て
は
ま
る
方
も
い
て
、
貴
重
な
自
己
分
析

体
験
の
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
例
え
ば
、Ａ
優
位
タ
イ
プ
は
、
合
理
的
か

つ
理
性
的
で
立
派
な
大
人
で
あ
る
と
い
う
証

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
要
素
が
高
す
ぎ
る
と

機
械
的
で
人
間
味
に
欠
け
る
人
だ
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
低
す
ぎ
る
と

現
実
無
視
で
、
計
画
性
が
な

い
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

で
す
が
、
自
己
成
長
の
た
め
に

は
、
低
い
自
我
状
態
を
高
め

る
努
力
が
必
要
で
す
」。
こ
こ

で
先
生
が
紹
介
し
た
の
は
、
５

つ
の
自
我
状
態
の
高
め
方
。Ａ

の
要
素
が
低
く
て
、Ｎ
Ｐ
の
要

素
が
高
い
タ
イ
プ
を
例
に
し
て

み
ま
し
ょ
う
。「
Ａ
の
要
素
を

高
め
る
た
め
に
も
問
題
全
体

を
眺
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

つ
ま
り
親
が
子
ど
も
の
先
回

り
を
し
、
レ
ー
ル
を
敷
き
過
ぎ

て
い
な
い
か
、
そ
の
結
果
、
子

ど
も
の
主
体
性
を
妨
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
冷

静
に
状
況
を
判
断
す
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
す
」。

　

父
親
、
母
親
、
祖
父
、
祖
母

な
ど
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
長
所
や
短
所
を
知
り
、
お
互
い
を
補
い
な

が
ら
子
育
て
に
協
力
し
て
い
く…

。
そ
ん
な

理
想
的
な
家
庭
環
境
を
築
く
た
め
に
も
、
保

護
者
と
し
て
の
自
分
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

梅林厚子先生（カウンセラー・臨床心理士）による講義

10:30～ 【講義】

参加者の声

楽しい時間をありがとうございました。自己分析で見えた自分の傾向は、わが子にも当てはまる気がしました。
それほど自分の予想とは違っていませんでした。（経営2年・男子学生の母親／大井 加津美さん）

自己分析を行った結果、子どもへの対応が実は自分の性格によって大きく左右され、正しく対応されず
子どもに通じないことがあるということが理解できた。（経営2年・男子学生の父親／河本 嘉信さん）

自分を知ることで人との関わりの難しかったところのヒントがありました。“A（大人の心）”を意識する
ことの大切さに気づきました。（公共経営2年・男子学生の母親／海老 真妙さん）

自分を見つめて自己成長していく私の姿を子どもは見ているとわかりました。大人になって大学生の子
どもを持つ今だからこそ、気づけたことです。自分が行ってきたことは間違っていないのだと安心しました。
（経営1年・男子学生の母親／越智 千代美さん）

検索エゴグラム

▲TEGⅡ（東大式エゴグラムⅡ）の回答用紙 （注）1～5の行動パターンは、各タイプに当てはまる傾向にあるものの、断定できるものではありません。
東京大学医学部心療内科編著『新版エゴグラム・パターン』金子書房、1995および杉田峰康『交流分析のすすめ』日本文化科学社、1997を参照して作成

Step 1

TEGⅡ（東大式エゴグラムⅡ）を
使って性格診断

11:00～ 【自己分析】

昼食を取りながら、保護者同士で交流

【食事会】12:00～

映画『エデンの東』を鑑賞
佐野茂先生（教授・カウンセラー・
臨床心理士）による解説

【映画鑑賞】13:00～

映画から親子関係のあり方を考察

【茶話会】15:30～
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親
子
関
係
の
築
き
方
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
大
き
く
異
な
る
も
の
。

テ
ィ
ー
ア
ワ
ー〈
午
後
の
部
〉で
は
、保
護
者
同
士
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
、貴
重
な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

他
の
家
庭
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

他
者
を
知
っ
て
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
新
し
い
親
子
の
あ
り
方
に
気
づ
く

学生相談室「りらくさん」
学生相談室は大商大生なら誰でも利用できます。日常生活
の相談や悩みは「りらくさん」へ。心理学に関心のある人や、
自分自身のことを知りたいという人も気軽に来室してください。

映画鑑賞

親
子
関
係
を
描
い
た
名
作
映
画
を
題
材
に
、

青
年
期
の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る

no. 01 East of Eden

no. 01 Movie introduction 

出演 ジェームズ・ディーン、 ジュリー・ハリス、 レイモンド・マッセイ 他

あらすじ

監督 エリア・カザン

タイトル エデンの東（1955年・アメリカ）

1917年のアメリカを舞台に、農場を営む父と息子である双子の兄弟の家族関係をテーマにした作品。父に

期待される真面目な兄と、兄に比較される乱暴で不器用な弟を通して、それぞれの問題や葛藤、和解などを描く。

保
護
者
間
の
交
流
か
ら
、

確
か
な
安
心
感
が
生
ま
れ
る

　

最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
の
が
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
交
流
で
す
。
保
護
者
の

方
の
直
接
的
な
情
報
交
換
・
情
報
共
有
の
場
が

実
現
し
ま
し
た
。
食
事
会
か
ら
徐
々
に
打
ち
解

け
始
め
ら
れ
、
茶
話
会
の
頃
に
は
、
す
っ
か
り
親

し
ん
だ
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
持
っ
た
方
か
ら
、

好
奇
心
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
ま
で
、
同
じ
大
学

に
通
う
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
士
、
会
話
も

大
い
に
弾
ん
で
い
た
様
子
。
ク
ラ
ブ
生
な
ら
で
は
、

同
じ
地
方
の
出
身
者
な
ら
で
は…

 

と
い
う
共

通
の
話
題
で
話
し
合
う
方
も
い
て
、
と
て
も
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
よ
う

な
気
さ
く
に
話
し
合
え
る
場
の
中
で
、
子
育
て

に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ら
れ
た
方
も
。
ま
た
、

新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
方
も
。
最
後
ま
で
話

は
尽
き
ず
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

13:00～

15:30～

ストローク（関わり）の種類

※条件付き肯定的ストローク：何らかの課題を達成したら肯定的ストロークが与えられる
※無条件の肯定的ストローク：行動（何をなしたか）よりも人格や存在そのものに肯定的ストロークが与えられる
杉田峰康『交流分析：講座サイコセラピー8』日本文化科学社、1998を参照して作成

肯定的なもの

●なでる
●さする
●抱擁する
●握手する

●たたく　●殴る
●蹴る
●つねる
●その他の暴力

●ほほ笑む
●うなずく
●相手の言葉に耳を傾ける
●受容や共感

●返事をしない
●にらみつける
●あざ笑う　●無視する
●信頼しない

●褒める
●慰める
●励ます
●挨拶する

●叱る　●悪口を言う
●非難する
●責める
●皮肉を言う

否定的なもの

子どもとより良い関係を築くために
Step 2

参加者の声

古い映画だったので現在の生活とは異なりますが、私達の青春時代そのもので興味深い時代でした。現在にも通じる部分
があって、今後、自分と子どもとの関係を大切にしたいものです。（経営1年・女子学生の父親／天 武久さん）

親の愛情表現の不器用さで、子どもが愛情を感じとれず心がすさんだりするのは悲しいことだと思います。何も言わなくても
伝わっていると勝手に自己判断してはダメだと感じました。子どもの態度・行動・言動を通して、自分が母としてどうか、冷静に
分析できる余裕と、子どもと程良いストロークを保っていきたいと思いました。（経済3年・男子学生の母親／髙田 裕子さん）

親子関係は、いつの時代も複雑で繊細だと感じました。親の根底には愛情の深さがあり、親子で多くを語らなくてもわかり
合っている、通じ合っている部分があれば、形はさまざまでも良い関係を築いていけるものだと思います。“無条件の肯定的
ストローク”の大切さが身にしみました。（公共経営3年・男子学生の母親／奥野 伸子さん）

子どもが大きくなっても、子育ての悩みは人それぞれあるなぁと思いました。子育
て相談も確か中学生くらいまではあったと思いますが、大きくなった子どものことで
も相談できるところがあればいいのにと思います。（経営4年・男子学生の母親
／星山 麻子さん）

各家庭について話をすることができ、異なる家族構成でのさまざまな子育てについ
ての意見が聞けて良かったです。（経営1年・男子学生の母親／北田 幸代さん）

子どものタイプが似た人達が多くて、悩みも一緒だということがわかり、育児に対
しての不安があるので、ホっとする思いがしました。（経営2年・男子学生の母親）

子ども達と楽しくつき合っていけるのかなぁ？ と思っていますが、いろいろと子ども
達（家族）とのつき合いを大切にしたいです。子育てをこれからも楽しみたいですね。
（経営1年・男子学生の母親）

参加者の声

構えないで親同士の交流・意見交換の場が持てたことに感謝します。
（商3年・女子学生の父親／神薗 正男さん）

お互い大商大生の親同士という立場で、親近感・安心感を持って言葉
を交わすことができ、大変ありがたかったです。上級生のお母様のご意
見や体験談もお聞きできて良かったです。（経営2年・男子学生の母親
／河本 ゆき子さん）

今回のティーアワーを通して、自分や子育てを改めて考え直す良い機会と
なりました。自分自身への向き合い方、子どもへの向き合い方を改めて
考えたいと思います。ありがとうございました。（経営3年・男子学生の
母親／緩詰 牧子さん）

子どもが大学生になっても学校とのつながり
を感じられるのはとても幸せなことです。日々
過ごしていく中で生活を振り返ることが少な
いですが、勉強になりました。ありがとうござ
いました。（経済3年・男子学生の母親）

ティーアワーを終えて

中村 有吾
カウンセラー
月・木曜日担当

梅林 厚子
カウンセラー
火・水・木曜日担当

三原 早苗
インテーカー
月～金曜日担当

山﨑 八重子
コーディネーター
月～土曜日担当

万代 有香
コーディネーター
月～土曜日担当

前原 真比子
カウンセラー
金曜日担当

佐野 茂
カウンセラー
火曜日担当

開室時間　9：00～18：00

相談の予約・担当者
相談はすべて予約制です。予約は学生相談室受付で行って
います。 電話もしくは直接来室してください。

学生相談室直通　　06-6785-6168

※相談対象者は大商大生および保護者とします。
※保護者相談は、随時対応しています。学生相談室にお問い合わせください。
※月に一度、精神科医が来室されます。

　

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
保
護
者
・
学

生
・
大
学
と
の
3
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
大
学
が
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、

保
護
者
の
ご
協
力
も
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

　

大
学
生（
青
年
期
）の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、

親
が
子
ど
も
を
心
配
す
る
の
は
、
子
ど
も
が

大
切
だ
か
ら
こ
そ
。
そ
の
想
い
は
、
必
ず
子
ど

も
に
伝
わ
り
ま
す
。「
親
の
心
」は
自
身
の
親

か
ら
受
け
継
が
れ
る
も
の
。
親
が
子
に
、
子
が

孫
に
行
う
子
育
て
の
方
法
が
似
通
う
の
は
こ

の
た
め
で
す
。
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
最
後

の
時
期
で
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
保
護

者
と
子
ど
も
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め

に
、
充
実
し
た
本

学
の
サ
ポ
ー
ト
制

度
を
存
分
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、一
緒
に
学

生（
子
ど
も
）を
社

会
へ
送
り
出
し
ま

し
ょ
う
。

物理的なもの 心理的なもの 言葉によるもの

　

大
学
生
と
も
な
る
と
、
定
期
的
な
保
護
者

同
士
の
集
ま
り
や
三
者
面
談
は
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
大
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
は
、
親
子
関
係
で
戸
惑
う
こ
と
が
あ
っ

て
も
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
の
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
テ
ィ
ー
ア
ワ
ー
で
は
、
保
護

者
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
、
積
極
的

に
意
見
を
述
べ
合
え
る
場
を
数
多
く
用
意
し

ま
し
た
。
意
見
交
換
の
取
っ
掛
か
り
と
し
て

映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
映
画
は
、
本
学
教

授
で
学
生
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る

佐
野
茂
先
生
の
お
す
す
め
映
画
、ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

デ
ィ
ー
ン
主
演
の『
エ
デ
ン
の
東
』を
題
材
に

選
び
ま
し
た
。

　
「
こ
の
映
画
の
テ
ー
マ
と
な
る
の
は
親
子
関

係…

、
特
に
父
と
息
子
の
絆
で
す
。
父
ア
ダ

ム
は
、ま
さ
に
C
P
優
位
タ
イ
プ
の
典
型
で
す
。

青
年
期
の
子
ど
も
に
C
P
の
要
素
で
頭
ご
な

し
に
接
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
さ
て
、息

子
キ
ャ
ル
と
父
ア
ダ
ム
が
交
わ
す
会
話
の
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
の
関
わ
り
方（
ス
ト
ロ
ー

ク
）が
見
え
て
き
ま
す
」。
例
え
ば
、
良
い
成

績
を
取
っ
た
り
、
親
の
期
待
に
応
え
た
時
に

だ
け
褒
め
る
親
が
い
ま
す
。
こ
れ
を
佐
野
先

生
は〝
条
件
付
き
の
肯
定
的
ス
ト
ロ
ー
ク
〞と

解
説
し
ま
し
た
。「
作
中
で
も
父
ア
ダ
ム
は
こ

の
条
件
付
き
の
肯
定
的
ス
ト
ロ
ー
ク
を
よ
く

見
せ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
を
多
用
す
る
と
、

子
ど
も
は
愛
情
を
感
じ
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
映
画
の
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、
親
子
関
係
の

基
本
は
、
子
ど
も
の
存
在
す
べ
て
を
肯
定
し

て
あ
げ
る〝
無
条
件
の
ス
ト
ロ
ー
ク
〞が
必
要

な
ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
人
間
は
皆
、
無
条
件

の
肯
定
的
ス
ト
ロ
ー
ク
を
必
要
と
す
る
動
物

だ
か
ら
で
す
」。

　

映
画
鑑
賞
後
、
保
護
者
の
方
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い

の
意
見
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
誰
も
が
共
通
し
て
認
識
し
た
も
の
は
、

〝
無
条
件
の
愛
の
大
切
さ
〞で
す
。

　
「
子
育
て
に
迷
っ
て
も
構
わ
な
い
ん
で
す
。

そ
の
真
剣
な
姿
は
必
ず
子
ど
も
に
伝
わ
り
、

肯
定
的
ス
ト
ロ
ー
ク
と
し
て
受
け
取
ら
れ
ま

す
。
保
護
者
の
方
に
と
っ
て
子
育
て
の
悩
み

や
子
ど
も
を
想
う
心
は
、一
生
持
ち
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
」。

そ
の
た
め
に
も
、Ａ
＝﹇A

dult

／
大
人
の
心

／
適
確
な
状
況
判
断
﹈を
し
っ
か
り
磨
い
て
ほ

し
い
と
語
っ
た
佐
野
先
生
。そ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
参
加
者
全
員
が
真
剣
に
か
み
し
め
て

い
ま
し
た
。

グループ交流
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2010年度は卒業生も進路決定率91.5％と、好調な実績をもつ大商大。

その秘訣は、充実の就職支援プログラムと

学生一人ひとりへの細かなサポートにあります。

保護者の方のご協力も必要です。一緒に支えていきましょう。

キ ャ リ ア サ ポ ー ト 最 前 線

一 緒 に 戦 う か ら 就 職 に 強 い !
一生学 人 ひ と り を 支 え ま す 。

キャリアサポート室の就職行事カレンダー 学 年 別 に や る をとこ 知 る

４年間はあっという間。本学では、働くことや社会について考える機会と
して、社会人と気さくに話せる座談会など、１年生から参加できる多彩な
プログラムを用意しています。

1・2年

1・2年生は何事にも挑戦し、さまざまなことを学んでいく時期です。
興味のあることや、やりたいことなどを考えながら、将来について深
めていくきっかけになる、キャリサポ塾［基礎編］を開催しています。
1・2年生にも参加しやすいテーマを設定し、働くことの目的や意義
などを考える職業観の養成から、新聞を読むなどの生活習慣づくり、
社会人力を磨くものまで多彩な内容をラインナップ。早期からの準
備が、満足のいく結果へとつながります。

4年

大切にしてほしいのは、本学の建学理念を支える柱の一つでもある
「楽しく生きる」ということ。そのためには、人生の多くの時間を占め
る「仕事」にもやりがいを感じ、楽しむことが必要。就職活動は他の
誰でもない、自分のためにするものです。内定を得るためではなく、
その企業でどう頑張っていきたいかをイメージすることで、具体性が
見えて活動も進めやすくなります。キャリアサポート室では、学生の
望む就職をかなえるために万全のフォロー体制をとっています。個別
面談にも随時対応していますので、どんなことでも相談してください。

就 職 試 験 対 策 を 知 る

キャリアサポート室では、筆記試験や面接試験の対策は
もちろん、やりたいことを見つけるための自己分析や、志
望する企業に出会うためのセミナーなど、さまざまなプロ
グラムで就職活動を支援しています。

※日程・内容などは、追加・変更になる場合があります。

本学の卒業生は、毎年さまざまな業界へ就職しています。
下記サイトを利用して、企業のことを知ってみましょう。

企 業 を 知 る

3年

就職活動は事前準備が大切。基本的な
マナーや自分を知ること、自分を他人に伝
えることを中心に、準備を整えておきましょ
う。就職活動に向けた動きは５月から活
発化。ガイダンスや講座への参加はもち
ろん、キャリアサポート室は情報収集の場
にはピッタリ。気軽に足を運んでください。

Uターン就職

希望勤務地域の企業情報
に詳しい外部組織の方を招
き、個人の希望を細かくヒア
リング。企業紹介へ向けた
セミナーを行っています。

地元での就職も応援。
まずは相談を!

個別面談

個別面談に随時対応してい
ます。３年生全員には個別
面談を実施。学生の希望を
もとに、進路や働き方を一
緒に考えていきます。

希望・悩み、何でも相談し、
不安を解消してください

SPI（適性検査）は問題をこな
すことで出題のパターンや解
答法をつかめるので、事前準
備が重要。また、企業に提出するES（エントリーシート）や履
歴書を書く際の注意点に加え、自己PRの方法も指導します。

SPI・ES・履歴書対策

解答法や、アピールの
ポイントを細かく指導

面接試験の対策として、模擬
面接を実施。本番を想定した
面接を通して、受け答えの他に
も細かなしぐさやマナーをプロのキャリアカウンセラーがチェック。
練習を繰り返すことで、本番に向けての自信もつきます。

模擬面接

本番を想定し、
姿勢や表情もチェック

全国から優良企業が参加する
合同セミナー。その参加数は年
間で約500社にものぼります。
求める人物像など採用担当者
のリアルな声が聞けて、企業研
究に役立つ情報が手に入ります。その場で直接質問ができるの
で自己PRのチャンスもあり、内定獲得へのきっかけにもなります。

多数の企業から
生の情報を入手するチャンス

学内合同企業セミナー

開催のお知らせ

日時：2月13日（月）～17日（金）  13：00～17 : 00
会場：本学4号館1階S-terrace（学生食堂）

通常の企業説明に加え、学
生の討論や発表の様子を企
業の方が見て回ることで、書
類や面接だけでははかれない
「素」の学生を知ってもらう機
会を設けています。企業の方と気さくに話せる時間もあり、
内定に大きく近づくチャンスになる、本学独自のセミナーです。

学生と企業が、
お互いの魅力を知るセミナー

マッチングセミナー

開催のお知らせ

日時：2月21日（火）  9：30～17 : 00
会場：本学4号館1階S-terrace（学生食堂）

全学年

キャリサポ塾［基礎編］（大人と話そう会）5月～1212月

2年

求人ＮＡＶI登録1212月

就職ガイダンス
適性診断テスト

1月

学内合同企業セミナー5月

学内合同企業セミナー9月

個別面談5月～6月

就職試験対策講座（筆記試験対策）6月

学内合同企業セミナー
就職ガイダンス（自己分析①・②）
就職ガイダンス（未内定者フォロー）

7月

4年

3年

キャリサポ塾［実践編］（平日開講）5月～1月

就勝強化塾（毎週土曜日開講）5月～1212月

ビジネス・インターンシップ事前研修5月～7月

就職ガイダンス（キックオフミーティング）5月

就職試験対策講座（筆記試験対策）6月

就職ガイダンス（就活の進め方）
就職ガイダンス（自己分析①・②）
就職ガイダンス（Ｕターン就職）

7月

ビジネス・インターンシップ実習8月～9月

個別面談1111月～1212月

進路登録票提出9月

就職ガイダンス（業界研究①・②）
就職ガイダンス（就活サイトの使い方）
就職試験対策講座（エントリーシート・履歴書対策）
エントリーシート模試

1010月

就職ガイダンス（マナー①・②）
就職ガイダンス（メイク）
ＳＰＩ模試
一般常識模試
ビジネス・インターンシップ報告会

1111月

学内合同企業セミナー1212月

就職試験対策講座
（面接・グループディスカッション対策）

1月

学内合同企業セミナー
マッチングセミナー

2月

年間を通して、学生をバックアップしています。
キャリアサポート室を上手に利用して就職活動を進めましょう。
就職活動の不安・悩みは、キャリアサポート室と一緒に解決しましょう。

http://www.gakujo.ne.jp/
学情ナビ

http://www.cin.or. jp/job/
日本商工会議所

http://osaka.doyu. jp/
大阪府中小企業家同友会

【地域別就職状況】
北海道・東北

0.4%

関東
9. 5%

近畿
80.1%

九州・沖縄
1.0%

中部
1.7%

北陸 1.5%
中国 2.9%

四国 2.8%

【業種別就職状況】
農林・漁・鉱業

0.3%

卸売業
19.9%

小売業
22.5%

サービス業
17.4%

製造業
14.3%

金融・保険業
3.6%

不動産業
4.6%

教員
2.6%運輸・旅客業

3.4%
公務員
5.0%

建設業
5.3%

情報・通信業
1.0%

卸売・小売業 ─
●セブン-イレブン・ジャパン
●ユナイテッドアローズ
●オンワード樫山
●コメリ
情報・通信業 ─
●郵便事業
●ソフトバンク
●ＮＴＴデータ
●アイテム
サービス業 ─
●大阪綜合警備
●パソナキャリア
●ＪＡ
●小学館集英社プロダクション 
製造業 ─
●伊藤園
●ノーリツ
●アシックス
●久光製薬

金融・保険業 ─
●大阪市信用金庫
●岡三証券
●三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
●三井住友銀行
建設・不動産業 ─
●大和ハウス工業
●大東建託
●鹿島建設
●福屋工務店
運輸・旅客業 ─
●福山通運
●西日本旅客鉄道
●サカイ引越センター
●エイチ・アイ・エス 
公務員・他 ─
●大阪府警察
●国税専門官
●警視庁
●京都府警察

【主な就職先】 2011年5月1日現在

などその他多数
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資格は「目標に向けて努力し、結果を出す」という流れがわかりやすく、達成感もあるため、

モチベーションアップにもつながります。しかし、資格が必ずしも就職に直結することはあり

ません。もちろん、一つのことをやり遂げたことは大きな自信になるでしょう。つまり、自分の

頑張りをクラブ活動で見せる学生、学業成績で見せる学生、そして資格で見せる学生… 

さまざまな学生がいるように、あくまで資格は自分をアピールする多彩なツールの一つなのです。

チャレンジバックアップ（CB）制度
★がついている講座はチャレンジバックアップ（CB）制度の対象
講座。CB制度が適用される資格を取得することで、対象講座の
受講料が半額になります。在学生のみ対象です。

奨励金制度
　がついている講座は奨励金制度の対象講座。対象講座を受
講し、資格取得基準を満たせば、奨励金が与えられます。ただし、
当該年度の教育後援協力費納入者に限ります。

資格取得を応援する2つのバックアップ制度

内 定 者 ・ 卒 業 知を生 る

「どれだけ頑張ればいいの？」「働く意味って何だろう？」
壁にぶつかりながらも内定を獲得した学生・卒業生に、
その体験談と、キャリアサポート室との関わりについて聞きました。

資 格 取 得 & 受 験 対 策 講 座 を 知 る

本学では、学生や社会のニーズに合わせた講座を開講しています。
就職活動を終えてから、社会人になる前に資格を取得しておくことは、スキルアップとして最適です。
下記一覧にない講座でも、外部との提携により安価で受講できるものがありますので、ご相談ください。

Ｃ
Ｂ
対
象

奨
励
金
対
象

講座

医療事務

証券外務員2種

Microsoft® 
Office Specialist

通関士

宅地建物取引主任者

行政書士

販売士

法学検定

経済学検定

経営学検定

コース

3級

ホームヘルパー 2級

ファイナンシャル・
プランニング技能検定

3級

情報処理技術者 ＩＴパスポート

3級

Word 2010

Excel 2010

PowerPoint 2010

ビジネス実務マナー検定 3級

2級

3級（前期）＋2級

1級

1級

日商簿記 2級

国
家
資
格

公
的
資
格

民
間
資
格

Ｃ
Ｂ
対
象

奨
励
金
対
象

講座

ＴＯＥＩＣ®テスト対策

コース

国Ⅱ・地上・市役所 総合

基礎・行政書士教養

公務員受験対策 警察・消防

基礎

スコアアップ

受
験
対
策 　

現
在
は
、
食
品
会
社
の
営
業
と
し
て
、

家
庭
用
の
香
辛
料
や
調
味
料
・
加
工
食
品

の
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
に
は
、
就
職
活
動

を
意
識
し
て
い
た
友
達
と
一
緒
に
早
く
か
ら

顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
3
年
生
の
夏
休
み

か
ら
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
社
会

人
の
心
構
え
や
面
接
時
の
コ
ツ
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ
き
、自
信
が
つ
き
ま
し
た
。キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
の
す
す
め
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
も
参
加
し
、
実
際
に
働
く
経
験
が

で
き
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
就
職

活
動
を
始
め
て
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
は

じ
め
銀
行
、
不
動
産
、
食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
を
視
野
に
入
れ
て
活
動
。
し
か
し

「
内
定
を
得
る
」と
い
う
思
い
だ
け
が
先
走
り
、

自
分
が
そ
の
企
業
で
働
い
て
い
く
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
自

分
で
は
解
決
で
き
な
い
と
感
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
室
で
相
談
。
企
業
研
究
の
方

法
や
面
接
練
習
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添

削
ま
で
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
週
４
回
は
通
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
が
、

就
職
活
動
を
し
て
い
く
上
で
の
大
き
な
力

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
不
安
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、ア
ル
バ
イ
ト
や
旅
行
な
ど
、
学

生
時
代
に
し
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
経
験
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
り
ま
す
よ
。
私
自
身
、
よ

う
や
く
営
業
と
い
う
仕
事
の
や
り
が
い
に
出

会
え
た
と
こ
ろ
。
こ
れ
か
ら
も
経
験
を
積
ん

で
、
信
頼
を
築
い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
で

就
職
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
へ
友
達
と
来
室

ホ
テ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

業
種
を
定
め
ず
、約
40
社
に
エ
ン
ト
リ
ー

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
苦
戦
し
、

何
度
も
添
削
を
し
て
も
ら
う

鍬
田
さ
ん
の
内
定
獲
得
ま
で

5
社
か
ら
内
定

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
か
ら
も
内
定
を
得
る
が
、

エ
ス
ビ
ー
食
品
に
決
め
る

エスビー食品株式会社 営業部 九州北ビジネスユニット 勤務

鍬田 聖司さん
経済学部 経済学科　2008年3月卒業

エ
ス
ビ
ー
食
品
に
エ
ン
ト
リ
ー

 

一
次
選
考（
大
阪
で
面
接
）

二
次
選
考（
大
阪
で
筆
記
試
験
）

三
次
選
考（
東
京
で
面
接
）

四
次
選
考（
東
京
で
最
終
役
員
面
接
）

約
20
社
の
企
業
説
明
会
に
参
加

エ
ス
ビ
ー
食
品
の
企
業
説
明
会
に
参
加

すべての学生に伝えたいことがあります。まず、キャリアサポート室は利用するためにある場所。だから
「とことん利用してほしい」ということ。そして「就職活動は自分のためにする」ということ。たった一度の
自分の人生です。誰かがこう言うから…ではなく、意見は傾聴しつつ、最後は自分自身で決定しなければ
いけません。納得できる進路をキャリアサポート室と一緒に探しましょう。また、保護者の方にお願いした
いのは、人生の先輩としての客観的なアドバイスをしていただくことです。あくまでも学生の就職活動で
すので、本人の意志を尊重してあげてください。学生に限らず、保護者の方のご相談もお受けしています。

キャリアサポート室からのメッセージ お問い合わせ先
資格・就職に関するご相談があれば、
保護者の方もお気軽にお電話ください。

［キャリアサポート室直通］

　06-6781-0383
［窓口受付時間］
月～金曜日　9:00～18:00
土曜日　　　9:00～17:00

資格≠就職

2012年度（予定）
4月から募集開始です

【国家資格】 ………………………………………………………
法律に基づき、特定の職業に従事すると証明される資格。社会的信用度が高い

【公的資格】 ……………………………………………………… 
官庁や大臣が認定する資格。社会で通用するので、幅広い業界で活かせる

【民間資格】 ……………………………………………………… 
企業や団体が独自に実施する資格。知名度の高さや、資格の有効度はさまざま

　
「
就
職
活
動
は
早
い
方
が
い
い
」と
考
え
、

3
年
生
の
10
月
か
ら
就
職
試
験
対
策
講
座

や
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
。
し
か
し
、

説
明
会
参
加
や
エ
ン
ト
リ
ー
だ
け
で「
就
職

活
動
し
た
つ
も
り
」に
な
っ
て
し
ま
い
、
現
実

に
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
3
月
に
な

る
と
選
考
に
向
け
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

書
く
機
会
も
増
え
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
難
し
さ

を
感
じ
て
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
へ
相
談
。

サ
ー
ク
ル
活
動
や
資
格
な
ど
、
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
友
達
と
一
緒
に
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
や
、
情
報

交
換
を
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
ね
。

　

4
年
生
の
4
月
、
第
一
志
望
企
業
の
面
接

に
は
、
面
接
練
習
を
繰
り
返
し
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
結
果
は
不
採
用
。
自
信

が
な
く
な
り
、
5
月
は
就
職
活
動
を
す
る
気

に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
復
活
し
た
の
は
6

月
。「
夏
休
み
に
は
い
い
報
告
を
持
っ
て
実
家

へ
帰
り
た
い
」と
思
い
、
再
び
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
室
へ
。
す
で
に
募
集
を
終
え
た
企
業
も
多

い
中
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
あ
っ
て
、
志
望
職
種
を
広
げ
て
み
る
と
選

択
肢
も
広
が
り
、
選
考
ま
で
進
む
こ
と
も
増

え
ま
し
た
。
内
定
先
の
企
業
を
紹
介
さ
れ

た
の
は
7
月
初
め
で
、
月
末
に
は
内
定
！ 

友
達
の
存
在
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
く

れ
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
が
応
援
し
て

く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
落
ち
着
い
て
自
分
を
見

つ
め
、
納
得
し
て
就
職
活
動
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
、
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

挫
折
に
め
げ
ず

無
事
に
内
定
を
獲
得
！

就
職
試
験
対
策
講
座
と

合
同
企
業
説
明
会
に
参
加

約
1
0
0
社
に
エ
ン
ト
リ
ー

学
内
の
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
に
励
む

約
20
社
の
企
業
説
明
会
に
参
加

第
一
志
望
の
企
業
に
落
ち
、挫
折

就
職
活
動
す
る
気
に
な
れ
ず
、就
職
活
動
停
止

宇
田
さ
ん
の
内
定
獲
得
ま
で

一
念
発
起
し
、「
2
カ
月
で
決
め
る
！
」と
決
意

週
5
ペ
ー
ス
で
就
職
活
動
を
再
開
し
、

ほ
ぼ
毎
日
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
へ
来
室

内
定
先
の
企
業
説
明
会
に
参
加

 

一
次
選
考（
筆
記
試
験
）

二
次
選
考（
面
接
）

三
次
選
考（
最
終
役
員
面
接
）

内
定

総合エンジニアリング企業 内定

宇田 穂乃花さん
総合経営学部 経営学科 4年　広島県立福山商業高校出身
キャリアサポート室就職アドバイザリースタッフ

キ ャ リ
前線

ア

サポート最
今今

22 ペペーージジ増増 !!
回回はは 、、

キ ャ リ
前線

ア

サポート最
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大商大フラッシュ

News 

3
News 

1

大商大フラッシュ

保
護
者
と
大
学
を
つ
な
ぐ

保
護
者
と
大
学
を
つ
な
ぐ

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

Campus
Festival

一
致
団
結
で
第

致
団
結
で
第
60
回
御
厨
祭

回
御
厨
祭

〜PIECE of PEA
C
E

〜
大
成
功

大
成
功

　

保
護
者
と
大
学
を
つ
な
ぐ
連
携

の
一
つ
と
し
て
、
本
学
で
は
、
毎
年

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
度
は
、
9
月
に
本
学

会
場
と
地
方
8
会
場（
福
井
・
大
津
・

岡
山
・
広
島
・
徳
島
・
高
松
・
松
山
・

高
知
）で
開
催
し
、合
わ
せ
て
4
0
0

人
を
超
え
る
保
護
者
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
懇
談
会
で
は
、本
学
の
現
状
や

学
生
の
修
学
・
学
生
生
活
・
就
職
状
況

な
ど
に
関
す
る
説
明
や
懇
談
を
通
じ

て
、保
護
者
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
ご
子

女
の
学
生
生
活
を
よ
り
有
意
義
な
も

の
と
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
保
護
者
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

Business Idea
Contest

第
9
回
大
商
大
ビ
ジ

回
大
商
大
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
イ
ディ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表
！

　

御
厨
祭
初
日
の
10
月
28
日（
金
）、

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
蒼
天
に

て
、
第
9
回
大
商
大
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
大
商
大
生
を
対
象
と
し
た
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
学
生
達
が
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
商
品
、
サ
ー

ビ
ス
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
企
画
力
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
競

い
合
う
も
の
で
、
2
0
1
1
年
度
は

応
募
総
数
5
5
8
件
か
ら
1
次
・
2

次
審
査
を
勝
ち
進
ん
だ
8
人
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
達
が
フ
ァ
イ
ナ

ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
み

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
栄
え
あ
る
学
長
賞
に
は
、

総
合
経
営
学
部
経
営
学
科
2
年

O
B
P
コ
ー
ス
の
岸
畑
雅
美
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。「
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
バ
ー
」は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
の
た
め
の
バ
ー（
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
）を
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で

も
あ
る
岸
畑
さ
ん
が
経
営
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
に
プ
レ
イ
す
る
場
を

提
供
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
自
身
が
客
で

も
あ
り
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
に
は
報
酬
と
し
て
自

身
の
食
事
代
の
割
引
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
仕
組
み
を
考
え
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
着

眼
点
と
客
の
ビ
ジ
ネ
ス
参
加
を
促

し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
畑
さ
ん
を
は
じ
め
、
上
位
入
賞

者
4
人
に
は
、
副
賞
と
し
て
台
湾
・

台
北
へ
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
旅

行
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
岸
畑
さ
ん

は「
こ
の
研
修
旅
行
で
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
し
ま
す
。
私

は
ま
だ
2
年
生
な
の
で
、
後
2
回
学

長
賞
を
取
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で

す
」と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

学長賞

副学長賞

審査員特別賞

NPO法人東大阪
地域活性化支援機構理事長賞

東大阪商工会議所会頭賞

●パフォーマンスバー

●旅行なう

 ●  訳あり食材を創作料理に ～どんな訳も素敵に変身～

●100kcal お惣菜屋さん

●eye棒

 ●  府りかけ “隠れ名産見ぃ～つけた”

 ●  ～人・企業・地球、みんながよろこぶ～ 『フリーレンタサイクル』

 ●  タイムロック ～誘惑にロックを!! 時間で開く錠～

岸畑 雅美さん（経営2年 OBPコース）

遠藤 元大さん（経営3年）

吹上 文音さん（経営2年 OBPコース）

杉山 祐脩さん（経営4年 OBPコース）

桂木 聡さん（経済4年）

中村 建太さん（経営2年 OBPコース）

岡本 梨沙さん（商2年 OBPコース）

和田 悠さん（経済3年）

Educational
Counseling

　

本
学
の
大
学
祭
「
御
厨
祭
」
は
、

節
目
と
な
る
60
回
目
を
迎
え
、
10

月
28
日（
金
）〜
30
日（
日
）で
、3
千

人
以
上
が
来
場
し
、
大
成
功
に
終

わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
度
の

テ
ー
マ
は
「PIECE of PEA

CE

」。

可
能
性
を
秘
め
た
一
人
ひ
と
り

「PIECE

」が
力
を
合
わ
せ
て
一
つ

に
な
っ
て
、
大
学
祭
と
い
う
大
き

な
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
た
い
と
い

う
決
意
と
平
和
「PEA

CE

」
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
が
必
要
だ
と
い

う
大
学
祭
実
行
委
員
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
厨
祭
開
催
ま
で
の
約
半
年
間
、

大
学
祭
実
行
委
員
は
周
到
な
準
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
祭
実

行
委
員
会
は
、
学
友
会
本
部
・
体
育

会
本
部
・
文
化
会
本

部
・
放
送
局
の
学
生

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

2
0
1
1
年
度
は

1
1
6
人
の
学
生
達
が

運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

御
厨
祭
を
終
え
て
、
大
学
祭
実

行
委
員
長
・
総
合
経
営
学
部
経
営

学
科
4
年
の
中
廣
彬
人
さ
ん
は

「
第
60
回
御
厨
祭
が
大
学
生
活　

4
年
間
で
一
番
楽
し
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
1
年
次
か
ら
毎
年

御
厨
祭
の
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
ト
ッ
プ
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
指
揮

を
執
り
ま
し
た
。
大
学
祭
実
行
委

員
を
組
織
化
し
、
情
報
伝
達
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
た
こ
と
で
、
準
備
時

間
の
短
縮
や
準
備
負
担
の
軽
減
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
も
余
裕
の
あ

る
シ
フ
ト
で
、
一
人
ひ
と
り
の
休

憩
時
間
を
確
保
し
、
私
達
も
イ　

ベ
ン
ト
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を

引
き
出
し
て
、
全
員
が
御
厨
祭
の

成
功
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
動

け
た
の
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
経
験
は
社
会
に
出
て

か
ら
も
自
信
に
な
り
ま
す
。
後
輩

達
に
も
4
年
間
し
っ
か
り
と
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
て
達
成
感
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

【ランチ交流会】
教職員と保護者がテーブルを囲み、食事を
しながら親睦を深めました

【個別懇談】
教職員がご子女について相談にお答えし、
成績や出席状況も説明しました

【就職講演】
（株）インテリジェンスから山口洋司氏
をお招きし、講演いただきました

【キャンパスツアー】
学生が使用している施設を中心に
キャンパスを案内しました教　育

懇談会

交流する

大学を
知る

相談する

先生との距離が縮まって良かった。先生方の学
生に対する愛情が伝わってきた（2年・保護者）

他の保護者や先生とお話できてためになった
（3年・保護者）

ゆっくりとお話できる時間もあり、子どもの出席
状況もわかり安心できた（2年・保護者）

質問に対し、事細かに説明いただいた（4年・
保護者）

初めて大学に来ま
した。環境のいい美
しい大学で良かった
（2年・保護者）

親としての心構えがよくわ
かった。キャリアサポート
室を子どもに利用させた
いと思った（2年・保護者）

【全体会】
谷岡学長挨拶の後、片山
副学長・南方副学長より建学
の理念や3ポリシー、本学の
現状などについて説明しました

子どもが通っている大学
を身近に感じられて良
かった（1年・保護者）

教育方針を聞いて安心し
て大学に通わすことができ
ると思った（2年・保護者）

谷岡一郎学長と岸畑雅美さん

News 

2
News 
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大商大フラッシュ 大商大フラッシュ

大
商
大
商
大
O
B
の
功
績
を
称

の
功
績
を
称
え
、
校
友
顕
彰
を
授
与

校
友
顕
彰
を
授
与

　

本
学
卒
業
生
数
は
、
現
在
、
5

万
8
千
人
余
と
な
り
、
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
数
多
く
の
卒

業
生
達
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
本

学
で
は
「
世
に
役
立
つ
人
物
の
養

成
」
を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
、
優

れ
た
社
会
的
貢
献
を
果
た
し
た
卒

業
生
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
称
え

表
彰
す
る
大
阪
商
業
大
学
校
友
顕

彰
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日
（
火
）、
本
学
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
蒼
天
に
て
、

校
友
顕
彰
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度
は
、
中
本
恒
夫
氏

（
1
9
6
1
年
3
月
商
経
学
部

商
学
科
卒
業
）
と
中
田
勝
仁
氏

（
1
9
6
1
年
3
月
商
経
学
部

商
学
科
卒
業
）
が
校
友
顕
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
本
氏
は
、
卒
業
後
、
兵
庫
県

宍
粟
市
内
の
小
・
中
学
校
で
教
鞭

を
執
ら
れ
、
後
に
宍
粟
市
一
宮
町

教
育
長
と
し
て
、
合
併
に
伴
い
宍

粟
市
初
代
教
育
長
を
歴
任
さ
れ
、

人
生
の
大
半
を
教
育
分
野
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
に
対
し
、2
0
1
0
年
瑞
宝
双

光
章
、2
0
0
8
年
兵
庫
県
教
育
功

労
者
表
彰
者
、2
0
0
7
年
地
方
教

育
行
政
功

労
者
表
彰

な
ど
、
数

多
く
の
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、本
学
校
友
会
兵
庫
御
厨

会
で
教
師
を
志
す
学
生
に
対
し
て

ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
田
氏
は
、
卒
業
後
、
三
重
県

庁
に
入
庁
し
、
後
に
三
重
県
商
工

　

10
月
1
日
（
土
）
〜
11
日
（
火
）、

山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
第
66
回
国

民
体
育
大
会
に
、
本
学
の
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
（
6
人
）・
空

手
道
部
（
3
人
）・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
（
1
人
）・
ボ
ク
シ
ン
グ

部
（
2
人
）
の
ク
ラ
ブ
生
が
、
各
県

の
代
表
と
し
て
選
抜
さ
れ
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
大
会
で
活
躍
し
、
記
録
を
残
し

て
い
ま
す
。
特
に
秀
逸
な
ク
ラ
ブ

生
の
成
績
を
紹
介
し
ま
す
。
来

シ
ー
ズ
ン
も
ク
ラ
ブ
生
の
活
躍
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

労
働
部
長
と
し
て
辣
腕
を
振
る
わ

れ
ま
し
た
。
三
重
県
庁
を
退
職
後

は
、
三
重
県
信
用
保
証
協
会
専
務

理
事
と
し
て
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
県

内
中
小
企
業
の
金
融
安
定
化
に
努

め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る

地
方
自
治
行
政
へ
の
貢
献
に
対
し
、

2
0
0
9
年
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
本
学
校

友
会
本
部
の
理
事
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
後
の
記
念
講
演
会
で
、
中

本
氏
と
中
田
氏
は
、
ご
自
身
の
半

生
を
振
り
返
り
、
良
い
出
会
い
に

恵
ま
れ
た
と
語
ら
れ
、「
人
や
モ

ノ
と
の
良
い
出
会
い
を
糧
に
前
進

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」、「
大
商
大

生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
世

の
中
の
役
に
立
っ
て
ほ
し
い
」
と

大
商
大
生
を
鼓
舞
さ
れ
ま
し
た
。

❶❷中本恒夫氏（9期生）
❸❹中田勝仁氏（9期生）

Excellent
Person

❶

❷❸

❹

［吹奏楽部］

（左）堤真緒さん （右）西川龍之介さん濱口晃佑さん

［ボクシング部］

合気道部

 

ウエイト
リフティング部

空手道部

 
柔道部 

準硬式野球部

日本拳法部

 

バスケットボール部

バレーボール部

 
ボクシング部

吹奏楽部

第31回関西学生合気道競技大会
　●乱取競技女子個人戦　　   3位　堀 里奈さん（経営4年）
　●演武競技男子対武器の部  優勝  岡本 哲弥さん（商3年）・橋本 大さん（経営3年）
第42回全日本学生合気道競技大会
　●乱取競技女子団体戦　優勝
　●乱取競技男子個人戦　準優勝　 岡本 哲弥さん（商3年）
　●乱取競技女子個人戦　4位　　  中嶋 彩華さん（経営3年）
 
●第51回西日本学生ウエイトリフティング選手権大会　団体　4位
　●56kg級　　 2位　　　　　　　丹下 雄介さん（商3年）
　●77kg級　　 2位　　　　　　　下原 玄大さん（公営4年）
　●＋105kg級　3位　　　　　　　太田 圭祐さん（経営4年）
●第59回関西学生ウエイトリフティング選手権大会　団体　優勝〈49連覇〉
　●56kg級　　 優勝　　　　　　  丹下 雄介さん（商3年）
　●85kg級　　 優勝　　　　　　  下原 卓朗さん（公営2年）
　　　　　　　　　　　　　　　　〈スナッチ＆トータル 大会新記録〉
　●94kg級　　 優勝　　　　　　  須田 真さん（商4年）
 
●第54回全関西大学空手道選手権大会　男子団体  ベスト8　 女子団体  ベスト8
●第55回全日本大学空手道選手権大会　男子団体  ベスト8
 
第30回関西学生柔道体重別選手権大会
　●66kg級　準優勝　　  　　　　 木原 圭一さん（経営4年）
第37回全日本サンボ選手権大会　シニアの部
　●100kg級　　優勝　　　　　　  大西 右司さん（経済3年）
　●＋100kg級　準優勝　　　　　  髙森 真さん（経済3年）
第8回シニア世界クラッシュ選手権大会
　●66kg級　  優勝　　　　　　　 木原 圭一さん（経営4年）
　●100kg級　3位　　　　　　　  大西 右司さん（経済3年）
　●大統領杯　無差別級　準優勝　 大西 右司さん（経済3年）

●阪神六大学準硬式野球秋季リーグ戦　優勝〈8季連続62回目〉
 
第12回西日本学生拳法個人選手権大会
　●参段以上の部　 優勝　　　　　松岡 史晃さん（経済4年）
　●初段・弐段の部　優勝　　　　　西尾 勇輝さん（経済1年）
　●段外の部　　　 準優勝　　　　宮本 龍さん（経営1年）
第27回全日本学生拳法個人選手権大会
　●準優勝　　　　　　　　　　　 松岡 史晃さん（経済4年）
●第56回全日本学生拳法選手権大会　男子団体　ベスト8
 
●関西学生バスケットボールリーグ戦　6位
 
●第37回西日本バレーボール大学男子選手権大会　優勝〈9年ぶり17回目〉
●全日本大学男子バレーボール東西選抜優勝大会　3位
●関西バレーボール大学選手権大会　準優勝
 
●第65回関西学生ボクシングリーグ戦　5位

●第50回大阪府吹奏楽コンクール　銅賞

2011年度秋季主なクラブ大会成績 （12月5日現在）

Symposium

Shodai
Spirit

第
6
回
日
中
起
業
教
育

第
6
回
日
中
起
業
教
育

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

11
月
12
日（
土
）、
本
学
に
て
第

6
回
日
中
起
業
教
育
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、2
0
0
6
年
か

ら
本
学
と
協
定
締
結
校
で
あ
る
北

京
･
中
央
財
経
大
学
が
共
催
で
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
は

中
央
財
経
大
学
よ
り
教
員
と
学
生

合
わ
せ
て
14
人
が
来
学
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
学
谷
岡
一
郎
学
長

と
中
央
財
経
大
学
袁
東
副
学
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
本
学
総
合

経
営
学
部
経
営
学
科
主
任
・

O
B
P
コ
ー
ス
運
営
委
員
長
の
古

沢
昌
之
教
授
と
中
央
財
経
大
学
企

業
講
師
･
清
華
紫
光
教
育
機
構
総

経
理
の
李
凌
己
氏
に
よ
る
基
調
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
両
大

学
の
教
員
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
も
と
、
O
B
P
（
大
阪
商
業

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
イ
オ
ニ
ア
）

コ
ー
ス
生
と
C
B
P
コ
ー
ス
（
中

央
財
経
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
･
パ
イ
オ

ニ
ア
）
コ
ー
ス
生
に
よ
る
研
究
報

告
を
計
12
本
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
の
研
究
報
告
で
は
、
優
秀

研
究
報
告
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
学
か
ら
は「〝
日
本
一
労
働
時
間

が
短
い
企
業
〞未
来
工
業
の
強

さ
の
背
景
を
探
る
〜
社
是
の
浸
透

を
通
し
た
『
常
に
考
え
る
』
組
織

の
構
築
〜
」
の
テ
ー
マ
で
報
告
し

た
総
合
経
営
学
部
経
営
学
科
4
年

O
B
P
コ
ー
ス
の
西
川
龍
之
介
さ

ん
、
総
合
経
営
学
部
経
営
学
科
4

年
O
B
P
コ
ー
ス
の
堤
真
緒
さ
ん
、

経
済
学
部
経
済
学
科
4
年
O
B
P

コ
ー
ス
の
濱
口
晃
佑
さ
ん
の
3
人

が
、
中
央
財
経
大
学
か
ら
は
「
大

活
網
の
創
業
プ
ロ
セ
ス
〜
失

敗
は
成
功
の
母
と
な
る
か
〜
」
と

題
し
て
報
告
し
た
金
融
学
部
金
融

学
科
3
年
C
B
P
コ
ー
ス
の
黄
昱

熙
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

終
日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
両
大
学
の
学

生
間
の
意
見
交
換
や
交
流
が
活
発

に
な
さ
れ
、
大

変
有
意
義
な

会
合
と
な
り

ま
し
た
。
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思いやりと礼節

基礎的実学

柔軟な思考力

楽しい生き方

建学の理念 
「世に役立つ人物の養成」

﹇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
﹈

道
原
紀
晃
さ
ん〈
兵
庫
県
代
表
〉

第
66
回
国
民
体
育
大
会

成
年
男
子 

準
優
勝

﹇
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
﹈

丹
下
雄
介
さ
ん〈
岡
山
県
代
表
〉

第
66
回
国
民
体
育
大
会

成
年
男
子
53 

kg
級 

優
勝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
生
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
生
、

国
体
で
も
大
活
躍
！

国
体
で
も
大
活
躍
！

｢         ｣闘え! 商大!
メールマガジン

登録はこちら

News 

News 
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※日程・内容などは、変更になる場合があります。

2012年1～4月の学事予定
1/6（金）
後期授業再開

1/6（金）～1010（火）
卒業論文受付期間

1/7（土）～1010（火）
修士論文受付期間

1/1111（水）
後期学長褒賞式

1/1414（土）・1515（日）
大学入試センター試験（学内立入禁止）

1/2424（火）
金曜日の授業実施

1/27（金）
後期第2期学費納入期日

1/3131（火）～2/6（月）
学年末・後期試験期間

2/1515（水）
学園創立記念日

2/2323（木）
4年生成績発表（学内で実施）
追・再試験受験料納入期日

3/1（木）～3（土）
追・再試験期間

3/1212（月）
1～3年生成績発表
（大学ポータルシステム「S-Navi！」で発表。
4年生の追・再試験受験者のみ学内で実施）

3/1515（木）～2222（木）
履修登録期間
（詳細な日程は大学ポータルシステム
 「S-Navi！」で発表）

3/23（金）
学位記授与式

3/26（月）・27（火）・28（水）
履修相談期間

3/27（火）
定期健康診断（在院生・新4年生）

3/3131（土）
学年終了

4/6（金）
定期健康診断（新2年生）

4/7（土）
定期健康診断（新3年生）

スマホ時代のコミュニケーション
　日経トレンディが選ぶ2011年最大のヒット商品に、スマート
フォンが選ばれました。本学でも、多くの学生がスマートフォンを
使っています。スマートフォンでは、通話やメールといったこれま
でのような携帯電話でのコミュニケーションより、SNSを通じたコ
ミュニケーションを取っているようです。
　SNSは、簡単にマルチメディア機能が使えて、多数の人に情
報発信できるため、手軽なコミュニケーションツールとして使われ
ています。今思っていること、考えていること、現在地など、独り
言を多数の人たちに見てもらうtwitterや、友達とインターネット
上でしゃべったり、写真を見せ合ったり、討論したりできる
facebookやmixiなどが人気です。最近では、求人活動を
SNSで行う企業も出てきているようで、就職活動をする学生には
SNSは必須となりつつあるようです。
　こういったインターネット上のコミュニケーションが活発になって
くると、実際のコミュニケーションが希薄になってしまいませんか、
とよく聞かれます。そんなとき、私自身の先生に教わったことの引
用ですが、新しいツールが古いツールを駆逐するとは限らない、む
しろ古いツールの重要性が増す、と答えています。対面でのコミュ
ニケーションから、手紙が使われるようになり、電話、FAX、電子
メール…。以前のツールは使用頻度が下がっても、より重要な
ツールとして残っています。例えば、何かお礼をするときは、簡単
に済ませるならメールで、直接伝えたいなら電話で、きちんと謝意
を伝えたいなら手紙でと、気持ちや状況に応じてツールの使い分
けができるようになったわけです。
　インターネット上で検索すればどんな
情報でも手に入りますし、手軽に教員と
学生とがコミュニケーションが取れます。
だからこそ、授業に限らず休み時間でも
教員と学生が面と向かって話す
機会は大切ですし、学生にまずは
大学に来てほしいと思っています。

総合経営学部 商学科

北室 康一准教授
専門分野「情報システム」

編集後記
昨年、秋日和の中、神社の銀杏を愛でつつ辺りを散策中に、七五三参りに来た親子連れが千歳飴を手に写真に
納まる微笑ましい様子を目にした。七五三の起源は平安時代に始まったそうだが、親がわが子の健やかな成長を
願って行う日本の伝統行事の一つである。
去る10月に「保護者のためのティーアワー」を本学で初開催したところ、多数のご参加をいただいた。わが子と
より良いコミュニケーションをはかり、わが子の成長をサポートしていきたいとの思いで、長時間の講義や保護者
同士の交流を通してご自身を高められる姿には、敬服させられた。
わが子が立派に社会人となり家庭を築いた後も、年老いた親は子を見守り案じ、子の幸せを祈るものである。
親心はいつの時代も同じで、子どもはかけがえのないとても大切な存在なのだ。（Y2）

≪銀も金も玉もなにせむに　勝れる宝　子に及かめやも≫　山上憶良『万葉集』 ▲My Pi.TA.ri. 「親子亀」
しろがね くがね し

小 耳 に 入 れ と コ ラ ム vol.
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定期健康診断受診のお知らせ

定期健康診断は、疾病の早期発見・
早期治療・健康管理を目的として行う

ため、必ず

全員受診しなければなりません。所定
の日時に受診できない場合は、保健室

まで相談

に来てください。

また、診断結果は、2012年度より大学
ポータルシステム「S-Navi！」（パソコン

版のみ）

からの照会（院生は学生本人に結果通
知を郵送）になります。受診後の照会期

間中に

必ず学生本人が照会してください。照
会方法は、大学ポータルシステム「S-

Navi！」の

ファイル共通にあるマニュアルをご確認
ください。

所定の日時に定期健康診断を受診し
なかった方は、4月17日（火）の予備日

に必ず

受診してください。すべての日時で受
診しなかった場合、学外の医療機関で

の受診

（費用は本人負担）となります。必要
書類などを保健室または学生課で受け

取り、学

外の医療機関で受診し、その診断結果
を保健室に提出してください。

未受診者の方へ 注意!!

診断結果に所見（異常）のある方は、
診断結果の照会ができません。保健室

で再検

査などを行いますが、場合によっては
早急に検査・治療が必要となることも

あります

ので、大至急保健室に来てください。

有所見者の方へ 注意!!

［院］ 9：30～11：30、13：00～16：0
0

［経済・公共経営］ 9：30～11：30

［経営・商］ 13：00～15：00

［該当時間に受診できなかった方］ 15
：00～16：00

3月27日（火）

4月7日（土）

4月6日（金）

在院生

新4年生

新3年生

新2年生

削減されたガス量：

原油に換算して5.7
kl（ドラム缶28.5本

分）

削減されたCO2量：

杉が1年間に吸収す
る量に換算して10.

2t（杉の木729本分
）

2010年度ウォームビ
ズ実施による成果

エコ活動～ウォームビ
ズ実施中です～

本学では、エコ活動
として、

2011年度もウォーム
ビズ

を実施しています。

12月1日（木）～3月
31日

（土）の暖房期間中
、暖房

設定温度を21℃と
して

います。対 象 施
設は、

各課事務室・研究
室・講義室・S-te

rrace・GATEWA
Y・

蒼天・Re/Ra/Ku
・ラビックホールな

どです。

また、東日本大震災
で求められている節

電に協力するために
、

キャンパス全体の節
電に積極的に取り組

んでいます。ご理解
と

ご協力をお願いしま
す。

講義室・S-terrac
e・GATEWAY・

第3回アミューズメント産業研究所公開講座のご案内
日　  時：2012年2月25日（土）13：30～ 15：20会　  場：本学4号館2階425教室

テーマ①：「コンピュータ将棋の進化と人間（予定）」
講  師①：本学 アミューズメント産業研究所 主任研究員　古作 登

テーマ②：「花園競馬場と東大阪のアミューズメント今昔（予定）」講  師②：本学 経済学部 経済学科 教授　石上 敏

いずれも参加費無料です。
お問い合わせは、アミューズメント産業研究所事務室まで。　　06-6618-4068

学年末・後期試験について
1月31日（火）～ 2月6日（月）
に2011年度学年末・後期試
験を行います。定期試験および
追・再試験に関する注意事項
や試験時間割は、試験期間の
およそ2週間前に教務課の掲
示板・大学ポータルシステム
「S‐Navi！」などでお知らせします。
なお、4年生の成績発表は、2月23日（木）に411教室で行います。追・再試験受験者は、2月23日（木）に本館2階の証明書自動発行機で追・再試験受験料納入手続きを済ませてください。
1～ 3年生の成績発表は、2011年度後期より大学ポータルシステム「S-Navi！」で行います。3月12日（月）～ 22日（木）、大学ポータルシステム「S-Navi！」（パソコン版のみ）から成績の確認ができます。保証人の方には、3月下旬に別途、成績通知書を郵送します。



知
り
た
い
こ
と
に
ピ
タ
リ
! 

大
商
大
の
保
護
者
向
け
情
報
誌　
　
　
　
　
　
特
集 

青
年
期
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を
一
緒
に
考
え
る

知りたいことにピタリ！

大商大の保護者向け情報誌
vol.06
2012 January

［ ピ タ リ ］

2012  January

〒577-8505 大阪府東大阪市御厨栄町4-1-10
Tel  06-6782-2297（学生課直通）  Fax  06-6781-8438  URL   http://ouc.daishodai.ac.jp
本冊子は大阪商業大学教育後援運営委員会からの支援事業により製作されたものです。

Pi.TA.ri.［ピタリ］vol.06　2012年1月18日発行

経済学科
経営学科・商学科・公共経営学科

【 経 済 学 部 】
【総合経営学部】

保護者 　 　大商大との触れ合い

青年期の子どもとの
関わり方を一緒に考える

［特集］

キャリアサポート最前線
連絡帳

大商大フラッシュ
小耳に入れとコラム

［Re/Ra/Ku］

大商大

学　生 保護者

How to
保護者と学生と大学がつながり合える場所“大阪商業
大学版PTA”をコンセプトに、保護者の知りたいことに
「ピタリ＝Pi.TA.ri.」とくる本学発信の情報誌です。
3者が触れ合えるコミュニケーションツールとして、そして
保護者の皆様の“情報共有の場・親子の会話促進剤”
になるような冊子を目指して、今後も内容を充実させてい
く予定です。年2回（7月・1月）発行です。
Pi.TA. ri.［ピタリ］バックナンバーは、公式WEBページ
（http://ouc.daishodai.ac.jp/life/magazine/pitari.
html）からご覧いただけます。

保護者の皆様からご意見・ご感想をお待ちしています。アンケート
にお答えいただいた方の中から、抽選で50名様に「図書カード
（500円分）」を進呈します。さらに、クイズ正解者の中から、抽選で
4名様に「大商大グッズ」を進呈します。当選者の発表は、賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

アンケート＆クイズにお答えください
QQ.第60回目を迎えた大商大の大学祭「御厨祭」。.第60回目を迎えた大商大の大学祭「御厨祭」。

　 これはなんと読むでしょう？ これはなんと読むでしょう？

　 ①～③の中から番号を選んでお答えください。 ①～③の中から番号を選んでお答えください。

　 ①みずさい　②みくりやさい　③おんちゅうさい ①みずさい　②みくりやさい　③おんちゅうさい

　 　 《ヒント》本学の所在地にちなんでいます。

りらくさんはココ!

06-6781-8438

≪回答方法≫
①アンケート＆クイズ回答用紙を郵送（切手不要）
同封の回答用紙（宛名ラベルシールが貼られています）に、必要事項をご記入の上、
同封の封筒に入れて、ご投函ください。

②アンケート＆クイズ回答用紙をFAX
同封の回答用紙（宛名ラベルシールが貼られています）に、必要事項をご記入の上、
上記FAX番号へご返送ください。

③アンケート＆クイズ回答フォームに入力

上記WEBページにアクセスいただき、回答フォームに必要事項をご入力後、
送信ボタンを押してください。

▲図書カード ▲大商大グッズ「折りたたみ傘」

抽選で抽選で
4名様4名様
抽選で
4名様

抽選で抽選で
50名様50名様
抽選で
50名様

【個人情報の取り扱いについて】 お預かりしました皆様の個人情報は、安全か
つ適切な管理を行います。アンケートは回答方法によって、お答えいただく内
容が一部異なります。お答えいただいた内容を本誌で紹介することがあります。
その際は、個人を特定しないよう掲載します。あらかじめご了承ください。

http://ouc.daishodai.ac.jp/life/magazine/pitari.html

2012年
3月19日（月）
締切
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